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1
ン
タ
ー
刊
）
と
比
し
て
、
か
な
り
余
ゆ
う
を
も
っ
た
編
集
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
点
で
は
一
歩
前
進
し
た
が
、
編
集
部
の
過
重
負
担
は
基
本
的
に
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。
編
集
部
の
若
返
り
と
運
営
委
員
会
全
体
の
結
集
、
機
能
的
運
営
が
必
要
で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
意
味
を
今
日
の
時
点
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
、
当
面
す
る
危
機
に
す
る
ど
く
対
決
す
る
証
言
を
生
み
だ
す
」
、
「
ひ
と
り
ひ
と
り
の
日
常
を
つ
ら
ぬ
く
リ
ア
ル
な
表
現
、
反
核
証
言
と
し
て
、
読
者
を
説
得
す
る
」
（
昨
年
度
方
針
）
と
い
う
課
題
に
、
精
力
的
に
立
ち
向
か
い
、
第
８
、
皿
、
皿
号
の
長
崎
担
当
の
各
号
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
反
核
運
動
の
現
場
か
ら
の
重
み
の
あ
る
証
言
を
収
録
し
、
全
体
と
し
て
好
評
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
反
核
運
動
、
反
核
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
力
点
を
お
い
た
第
７
、
９
，
，
号
の
広
島
担
当
の
各
号
と
の
関
連
で
、
反
核
証
言
運
動
誌
と
し
て
の
焦
点
が
散
漫
と
な
る
印
象
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
長
崎
・
広
島
の
連
携
を
つ
よ
め
、
よ
り
一
貫
性
の
あ
る
充
実
し
た
編
集
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
で
、
近
く
開
催
さ
れ
る
広
島
・
長
崎
合
同
の
「
証
言
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。②
会
の
実
務
と
組
織
・
財
政
活
動
現
在
、
証
言
の
会
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
各
分
野
で
中
心
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
多
忙
で
あ
る
。
ま
た
、
年
々
老
令
化
し
て
体
に
無
理
が
き
か
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
若
い
青
年
層
の
働
き
手
が
十
分
に
育
っ
て
い
な
い
。
若
い
働
き
手
を
ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
①
平
和
市
民
講
座
第
７
回
目
は
三
月
一
日
の
ビ
キ
0
一
主
な
活
動
の
経
過
１
９
８
３
年
例
月
ね
日
国
際
文
化
会
館
に
て
、
一
九
八
三
年
度
・
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
。
下
平
作
江
氏
「
西
独
反
核
集
会
に
参
加
し
て
」
報
告
。
枢
月
８
日
長
崎
不
戦
の
集
い
（
約
印
人
参
加
）
但
月
記
日
『
長
崎
通
信
』
第
、
号
発
行
。
１
９
８
４
年
１
月
烈
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
。
被
爆
者
冒
涜
の
ポ
ル
ノ
映
画
「
高
野
聖
」
（
武
智
鉄
二
監
督
）
製
作
中
止
を
打
電
。
１
月
西
日
『
長
崎
通
信
』
第
ｎ
号
発
行
。
２
月
幻
日
『
証
言
』
第
９
号
刊
行
。
５
月
１
日
ビ
キ
〃
二
水
爆
被
災
訓
周
年
の
つ
ど
い
（
第
７
回
長
崎
市
民
平
和
講
座
と
兼
ね
る
）
映
画
「
死
の
灰
」
、
講
演
・
常
石
敬
一
、
具
島
兼
三
郎
。
焼
津
市
で
の
中
央
集
会
へ
山
田
拓
民
、
築
城
昭
平
、
鎌
田
定
夫
、
伊
藤
孝
司
、
大
内
要
三
ら
参
加
取
材
。
４
月
２
日
福
田
須
磨
子
没
後
加
周
年
の
集
い
。
（
詩
碑
前
の
集
い
な
ど
約
如
人
参
加
。
３
月
釘
日
’
４
月
６
日
、
国
際
文
化
会
館
で
遺
品
展
開
催
）
４
月
旧
Ｉ
謁
日
中
村
梧
郎
写
真
展
（
共
催
）
４
月
弱
日
『
長
崎
通
信
』
第
沌
号
、
『
証
言
』
第
、
号
（
ビ
キ
ニ
帥
周
年
と
ト
マ
ホ
ー
ク
）
発
行
。
５
月
６
日
米
国
被
爆
者
協
会
副
会
長
・
据
石
カ
ズ
反
核
証
言
運
動
一
九
八
四
年
の
歩
み
Ｉ
長
崎
の
証
言
の
会
別
年
度
活
動
報
告
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
運
営
委
員
会
１
１
● ●
’
一
デ
ー
に
行
わ
れ
た
が
、
今
回
は
原
水
禁
長
崎
連
絡
会
議
主
催
の
集
会
と
し
て
開
催
し
、
第
８
回
目
は
不
知
火
座
の
詩
劇
「
鎮
魂
歌
」
公
演
に
向
け
て
の
講
演
会
と
し
て
も
た
れ
た
。
こ
の
市
民
平
和
講
座
は
、
長
崎
平
和
推
進
協
会
の
市
民
平
和
懇
話
会
、
長
崎
原
普
協
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
長
崎
大
学
の
平
和
講
座
な
ど
の
多
様
な
企
画
の
出
現
を
考
慮
し
つ
つ
、
証
言
の
会
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
あ
り
方
を
摸
索
し
た
い
。
②
他
団
体
と
の
連
携
活
動
経
過
に
述
べ
た
通
り
、
反
核
運
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
証
言
の
会
は
他
団
体
と
提
携
す
る
機
会
が
多
く
な
り
、
今
年
度
も
写
真
展
、
原
爆
の
図
展
、
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
演
劇
公
演
な
ど
の
実
行
委
員
会
に
関
係
し
て
き
た
。
各
実
行
委
員
会
に
は
、
事
務
局
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
池
田
清
一
、
｜
山
本
和
明
、
中
村
謙
一
そ
の
他
の
運
営
委
員
が
出
席
し
て
大
役
を
果
し
た
が
、
さ
ら
に
会
員
、
と
く
に
若
い
方
々
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
、
一
部
へ
の
「
吃
・
８
長
崎
不
戦
の
集
い
」
で
呼
び
か
け
ら
れ
た
〃
長
崎
の
証
言
二
世
の
会
〃
結
成
へ
向
け
て
、
当
日
「
不
戦
の
誓
い
」
を
朗
読
し
た
高
野
栄
次
君
（
長
崎
総
科
大
学
学
生
）
や
江
口
貴
英
君
ら
を
中
心
に
、
積
極
的
に
こ
れ
に
呼
応
す
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。
長
崎
の
証
言
の
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
若
い
青
年
学
生
を
会
員
に
迎
え
い
れ
、
来
春
早
い
時
期
に
二
世
部
会
と
し
て
発
足
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
、
来
年
一
月
十
五
日
の
成
人
の
日
に
準
備
会
を
結
成
す
べ
く
、
各
方
面
に
訴
え
て
い
る
。
二
世
の
会
と
し
て
の
独
自
的
活
動
の
ほ
か
、
「
証
言
」
「
通
信
」
の
編
集
・
普
及
等
に
参
加
し
、
広
島
″
証
言
二
世
の
会
〃
結
成
を
訴
え
る
氏
を
囲
む
つ
ど
い
（
宝
来
軒
、
別
人
出
席
）
７
月
１
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
開
催
。
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
７
月
到
日
第
８
回
長
崎
平
和
市
民
講
座
。
映
画
上
映
（
核
ト
マ
ホ
ー
ク
）
、
講
演
「
原
爆
と
水
俣
・
沖
繩
」
（
砂
田
明
、
詩
劇
「
鎮
魂
歌
」
紹
介
）
８
月
１
日
『
長
崎
通
信
』
第
沼
号
、
『
証
言
』
第
ｎ
号
（
反
核
ト
マ
ホ
ー
ク
と
広
島
・
長
崎
）
刊
行
。
８
月
４
．
５
日
第
巡
回
全
国
空
襲
戦
災
を
記
録
す
る
会
、
呉
市
で
開
催
（
鎌
田
定
夫
、
林
田
貞
出
席
）
８
月
５
．
６
日
弘
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
、
広
島
で
開
催
（
鎌
田
定
夫
、
萩
谷
瑞
夫
ほ
か
参
加
）
８
月
８
日
ｌ
但
日
原
爆
の
図
長
崎
展
開
催
。
８
月
９
日
狐
原
水
禁
世
界
大
会
長
崎
の
ひ
ろ
ば
参
加
（
図
書
販
売
、
鎌
田
信
子
、
岡
村
美
智
子
）
８
月
扣
日
第
５
回
ナ
ガ
サ
キ
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
イ
ギ
リ
ス
被
爆
捕
虜
の
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
ク
リ
ス
テ
イ
氏
ら
を
迎
え
て
、
長
崎
市
平
和
会
館
に
て
開
催
。
８
月
弱
・
恥
日
水
俣
・
乙
女
塚
ま
つ
り
へ
池
田
清
一
・
片
岡
ツ
ョ
両
氏
が
被
爆
瓦
を
も
っ
て
参
加
。
９
月
１
日
詩
劇
「
鎮
魂
歌
」
実
行
委
員
会
発
足
。
証
言
の
会
事
務
局
に
連
絡
先
を
お
く
。
９
月
理
・
謁
日
全
国
平
和
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
（
東
京
、
証
言
の
会
よ
り
６
名
出
席
）
’
● ●
そ
の
他
各
地
の
若
者
と
の
交
流
を
行
な
う
予
定
。
（
連
絡
先
）
長
崎
の
証
言
の
会
事
務
局
、
七
四
五
二
ま
た
は
「
長
崎
の
証
言
編
集
部
」
⑳
三
五
四
二
来
春
に
「
証
言
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
ｕ
月
田
日
広
島
で
行
な
わ
れ
た
「
証
言
」
編
集
懇
談
会
（
長
崎
よ
り
鎌
田
出
席
）
で
は
、
来
春
四
月
末
ま
た
は
五
月
上
旬
の
連
休
中
に
福
岡
で
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
さ
っ
そ
く
日
本
被
団
協
・
福
岡
被
団
協
へ
も
参
加
と
協
力
を
申
入
れ
た
。
福
岡
被
団
協
で
は
こ
の
申
入
れ
を
受
け
入
れ
、
岨
月
邪
・
”
日
の
九
州
民
教
連
研
究
集
会
（
福
岡
・
原
鶴
温
泉
）
の
さ
い
に
、
同
被
団
協
理
事
会
と
長
崎
の
証
言
の
会
役
員
と
が
協
議
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
－
瞳
地
元
刊
行
が
始
ま
り
、
予
定
通
り
年
間
４
冊
を
無
刊
行
し
た
。
当
初
の
二
年
間
（
東
京
・
労
働
教
育
扣
月
幅
日
『
長
崎
通
信
』
第
沌
号
、
『
証
言
』
第
廻
号
（
原
爆
を
ど
う
語
る
か
、
援
護
法
）
発
行
。
扣
月
配
巳
第
６
回
軍
縮
週
間
行
事
参
加
（
平
和
公
園
、
平
和
会
館
）
、
吉
田
昌
代
氏
の
歌
唱
ほ
か
。
扣
月
釦
日
詩
劇
「
鎮
魂
歌
ｌ
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
公
演
（
長
崎
新
聞
文
化
ホ
ー
ル
、
四
百
名
）
Ⅱ
月
謁
日
証
言
の
会
運
営
委
員
会
（
勤
福
会
館
）
側
月
弱
日
一
九
八
四
年
度
・
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
開
催
。
特
別
報
告
（
山
田
拓
民
、
秋
月
辰
一
郎
）
二
別
年
度
証
言
運
動
の
総
括
昨
年
度
の
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
の
直
後
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
は
、
政
府
与
党
の
地
滑
り
的
敗
北
に
終
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
後
に
成
立
し
た
中
曽
根
内
閣
は
、
行
政
改
革
の
名
の
も
と
に
強
引
な
軍
拡
政
策
を
押
し
進
め
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
核
軍
拡
の
一
環
を
に
な
っ
て
お
り
、
核
廃
絶
を
ね
が
う
内
外
の
世
論
と
は
真
向
う
か
ら
対
立
す
る
も
の
だ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
一
年
間
の
証
言
運
動
を
総
括
し
、
次
年
度
へ
の
新
た
な
飛
躍
を
期
し
た
い
。
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
の
刊
行
昨
年
加
月
刊
行
の
第
８
号
よ
り
長
崎
・
広
島
で
の
過
重
負
担
を
解
消
し
た
い
。
③
出
版
物
普
及
と
財
政
活
動
会
員
・
読
者
か
ら
愛
読
さ
れ
る
反
核
総
合
誌
、
平
和
図
書
づ
く
り
を
め
ざ
し
つ
つ
、
同
時
に
積
極
的
な
普
及
活
動
に
取
り
く
む
必
要
が
あ
る
。
会
員
、
と
く
に
各
運
営
委
員
の
努
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
事
務
局
と
し
て
の
Ｐ
Ｒ
、
書
店
や
団
体
へ
の
普
及
に
力
を
注
ぎ
た
い
。
『
平
和
読
本
・
な
が
さ
き
へ
の
旅
』
の
好
評
に
よ
っ
て
（
一
年
間
一
万
部
普
及
）
、
今
年
度
の
財
政
危
機
を
切
り
ぬ
け
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
さ
ら
に
新
し
い
企
画
も
た
て
、
全
国
の
会
員
、
と
く
に
地
方
委
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、
よ
り
効
果
的
な
普
及
、
安
定
し
た
財
政
活
動
を
展
開
し
た
い
。
最
後
に
、
今
年
も
当
初
の
予
想
を
上
回
る
約
弘
万
円
に
の
ぼ
る
沢
山
の
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ
、
会
財
政
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
（
以
上
）
l
l
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Ｉ
Ｉ
１
０
－ヱー
一
原
爆
・
敗
戦
犯
年
と
証
言
運
動
の
課
題
側
米
ソ
両
超
大
国
に
よ
る
軍
拡
と
核
対
決
は
、
こ
の
一
年
間
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
核
巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
の
配
備
開
始
と
ア
ジ
ア
。
大
平
洋
地
域
へ
の
核
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
、
こ
れ
に
た
い
す
る
ソ
連
の
Ｓ
Ｓ
別
に
よ
る
対
抗
措
置
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
と
も
に
ア
ジ
ア
に
も
ま
た
核
戦
争
の
危
機
が
高
ま
っ
た
。
再
選
さ
れ
た
レ
ー
ガ
ン
、
中
曽
根
両
政
権
の
軍
拡
路
線
も
依
然
と
し
て
強
硬
で
あ
る
。
他
方
、
こ
れ
に
た
い
す
る
反
核
・
平
和
の
世
論
も
ひ
き
っ
◇
つ
き
高
ま
っ
て
い
る
が
、
核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
完
全
禁
止
を
め
ざ
す
、
一
そ
う
の
世
論
と
反
核
運
動
の
前
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
原
爆
・
敗
戦
か
ら
四
十
年
、
か
ろ
う
じ
て
生
き
残
っ
た
被
爆
者
た
ち
も
毎
年
五
千
人
以
上
が
死
亡
し
、
三
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
被
爆
者
健
康
手
帳
の
所
持
者
も
四
千
人
近
く
減
少
、
老
令
化
と
と
も
に
そ
の
健
康
と
生
活
、
心
の
破
壊
は
一
そ
う
進
ん
で
い
る
。
③
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
核
兵
器
の
残
虐
性
、
非
人
道
性
を
告
発
し
、
核
戦
争
阻
止
・
核
兵
器
完
全
禁
止
・
被
爆
者
援
謹
法
の
実
現
を
求
め
る
被
爆
者
と
国
民
の
運
動
は
、
か
つ
て
な
い
重
大
な
段
階
三
票
響
言
」
「
通
信
」
の
充
実
と
編
集
強
化
の
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
の
編
集
全
国
的
、
国
際
的
な
反
核
証
言
誌
と
し
て
、
証
言
を
軸
に
反
核
運
動
・
被
爆
者
運
動
・
平
和
教
育
・
文
化
活
動
の
諸
課
題
を
追
求
し
、
内
容
の
一
そ
う
の
充
実
に
努
め
る
。
一
年
間
の
特
集
予
定
は
次
の
通
り
。
。
第
追
号
（
冬
）
ｌ
広
島
担
当
、
①
被
爆
如
年
の
意
義
と
提
言
、
②
証
言
と
は
何
か
（
報
告
）
。
・
第
皿
号
（
春
）
ｌ
長
崎
担
当
、
①
援
護
法
と
世
が
さ
き
』
（
写
真
集
）
の
編
集
刊
行
。
④
被
爆
“
周
年
記
念
「
原
爆
児
童
文
学
集
」
（
汐
文
社
）
刊
行
へ
の
参
加
。
⑤
『
証
言
』
そ
の
他
既
刊
残
本
の
普
及
と
寄
贈
。
⑥
調
査
・
研
究
活
動
、
市
民
平
和
講
座
の
推
進
。
⑦
核
実
験
抗
議
、
被
爆
者
運
動
、
原
水
禁
運
動
へ
の
参
加
、
「
反
核
・
平
和
の
母
子
像
」
建
立
。
〔
主
な
年
間
活
動
日
程
〕
１
月
「
証
言
」
咽
号
、
「
通
信
」
拓
号
発
行
。
３
月
ピ
キ
ニ
デ
ー
誕
周
年
行
事
参
加
。
４
月
福
田
須
磨
子
忌
の
集
い
（
２
日
、
第
ｎ
回
）
「
証
言
」
必
号
、
「
通
信
」
万
号
発
行
。
５
月
「
証
言
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
上
旬
、
福
岡
）
７
月
「
証
言
」
巧
号
、
「
通
信
」
沌
号
発
行
。
８
月
被
爆
如
周
年
諸
行
事
へ
の
参
加
。
加
月
国
連
軍
縮
週
間
、
平
和
の
母
子
像
建
立
。
「
証
言
」
酪
号
、
「
通
信
」
沌
号
発
行
。
ｎ
月
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
開
催
。
廻
月
咽
・
８
長
崎
不
戦
の
集
い
（
第
５
回
）
「
長
崎
通
信
」
帥
号
発
行
。
今
こ
そ
反
核
証
言
運
動
の
飛
躍
的
前
進
を
Ｉ
長
崎
の
証
言
の
会
一
九
八
五
年
度
方
針
ｌ
長
崎
の
証
言
の
会
総
会
● ●
を
迎
え
て
い
る
。
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
連
動
は
、
こ
れ
ま
で
も
被
爆
者
運
動
、
原
水
禁
運
動
と
一
体
と
な
り
、
内
外
の
反
核
・
平
和
世
論
形
成
の
中
核
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
被
爆
四
十
年
目
を
迎
え
て
、
改
め
て
被
爆
の
原
点
を
見
つ
め
な
お
し
、
そ
の
今
日
的
意
味
を
追
究
し
な
が
ら
、
迫
り
く
る
危
磯
と
す
る
ど
く
対
決
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
十
年
近
い
反
核
証
言
運
動
の
中
で
私
た
ち
が
追
究
し
て
き
た
よ
う
に
、
被
爆
の
原
点
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
と
は
、
軍
国
主
義
と
ア
ジ
ア
侵
略
の
呪
う
べ
き
十
五
年
戦
争
の
前
史
と
、
非
武
装
・
平
和
・
国
際
友
好
を
求
め
る
戦
後
史
の
結
節
点
で
あ
り
、
偏
狭
な
民
族
主
義
、
国
家
主
義
か
ら
人
類
共
存
を
ね
が
う
真
の
国
際
主
義
へ
の
転
換
点
で
も
あ
っ
た
。
原
爆
・
敗
戦
か
ら
四
十
年
、
経
済
の
高
度
成
長
、
科
学
技
術
や
情
報
の
急
激
な
発
達
と
と
も
に
、
利
益
誘
導
型
の
管
理
主
義
、
た
く
み
な
情
報
操
作
に
よ
る
新
た
な
国
家
主
義
、
軍
国
主
義
が
浸
透
し
、
精
神
的
文
化
的
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
思
想
・
文
化
状
況
の
中
で
詞
も
っ
と
も
根
源
的
な
人
間
的
批
判
と
抵
抗
の
原
点
と
も
な
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
今
こ
そ
反
核
証
言
運
動
を
前
進
さ
せ
、
草
の
根
の
民
衆
の
一
そ
う
ゆ
た
か
な
、
す
る
ど
い
証
界
の
ヒ
バ
ク
シ
ャ
、
②
非
核
宣
言
自
治
体
運
動
。
。
第
巧
号
（
夏
）
ｌ
広
島
担
当
、
①
被
爆
証
言
と
反
核
運
動
、
②
世
界
と
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
。
。
第
舶
号
（
秋
）
ｌ
長
崎
担
当
、
①
被
爆
如
年
と
原
水
禁
運
動
、
②
平
和
都
市
連
帯
と
南
北
連
帯
。
②
『
長
崎
通
信
』
の
充
実
年
四
回
刊
の
「
証
言
」
を
補
い
、
会
員
・
読
者
の
親
睦
・
交
流
、
会
活
動
の
発
展
を
は
か
り
、
長
崎
の
証
言
機
関
紙
（
通
信
）
と
し
て
一
そ
う
充
実
す
る
。
⑤
編
集
実
務
体
制
の
強
化
編
集
部
の
若
返
り
を
め
ざ
し
、
当
面
年
２
回
又
は
４
回
の
「
証
言
」
「
通
信
」
編
集
時
に
、
一
定
の
財
政
措
置
を
講
じ
、
若
い
有
能
な
編
集
助
手
の
参
加
を
求
め
、
集
団
的
編
集
体
制
の
確
立
を
は
か
る
。
四
会
員
拡
大
と
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
長
崎
の
証
言
の
会
は
こ
の
一
年
間
に
数
十
名
の
会
員
増
が
あ
り
、
定
期
講
読
者
を
含
め
て
六
八
○
名
に
達
し
た
。
（
広
島
の
証
言
の
会
も
ほ
ぼ
同
数
）
し
か
し
、
昨
年
度
当
初
の
目
標
に
は
ほ
ど
遠
く
、
財
政
的
に
も
不
安
定
で
、
編
集
活
動
も
無
償
の
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
る
。
事
務
局
・
編
集
部
の
運
営
を
安
定
化
し
、
会
活
動
の
強
化
を
は
か
る
た
め
に
、
全
会
員
の
積
極
的
な
参
加
を
求
め
る
。
側
被
爆
如
周
年
記
念
・
会
員
拡
大
ｌ
会
員
一
人
が
最
低
一
人
ず
つ
の
会
員
・
読
者
を
ふ
や
す
。
②
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
Ｉ
全
国
の
主
要
都
市
と
全
県
に
会
員
・
地
方
委
員
を
つ
く
る
。
⑧
反
核
証
言
運
動
の
継
承
・
発
展
を
め
ざ
す
「
長
崎
の
証
言
二
世
の
会
」
の
結
成
に
努
力
す
る
。
側
運
営
委
員
会
の
強
化
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
確
立
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
多
忙
と
老
令
化
が
進
み
、
若
返
’
● ●
言
拳
創
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
私
た
ち
の
基
本
課
題
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。
第
一
に
、
核
戦
争
阻
止
、
核
兵
器
完
全
禁
止
、
非
核
日
本
・
ア
ジ
ア
の
実
現
を
め
ざ
す
非
核
自
治
体
宣
言
運
動
な
ど
、
自
主
的
民
主
的
な
草
の
根
の
市
民
運
動
を
さ
ら
に
持
続
・
発
展
さ
せ
る
。
第
二
に
、
被
爆
四
十
周
年
を
期
し
て
被
爆
者
援
謹
法
制
定
を
実
現
し
、
被
爆
者
援
護
・
連
帯
活
動
を
一
そ
う
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
実
態
調
査
。
証
言
発
掘
な
ど
の
活
動
を
強
め
る
。
第
三
に
、
す
ぐ
れ
た
説
得
性
の
あ
る
証
言
記
録
・
作
品
の
創
造
、
研
究
・
学
習
活
動
を
展
開
し
、
反
核
・
平
和
運
動
の
文
化
的
思
想
的
な
前
進
を
は
か
る
。
第
四
に
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
果
た
す
た
め
に
、
広
島
の
証
言
の
会
、
日
本
被
団
協
を
は
じ
め
内
外
の
反
核
諸
団
体
と
の
共
同
を
強
め
、
全
国
的
、
国
際
的
な
反
核
証
言
運
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
目
ざ
す
。
二
一
九
八
五
年
度
の
証
言
の
会
の
事
業
①
『
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
証
言
』
（
第
咽
ｌ
陥
号
）
の
編
集
刊
行
・
普
及
。
②
『
長
崎
通
信
』
（
第
拓
Ｉ
帥
号
）
の
刊
行
。
③
『
な
が
さ
き
へ
の
旅
』
普
及
、
『
グ
ラ
フ
・
な
り
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
会
活
動
を
整
備
し
つ
つ
、
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
方
法
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。
（
以
上
）
会
長
秋
月
辰
一
郎
事
務
局
長
広
瀬
方
人
副
会
長
内
田
伯
〃
次
長
今
田
斐
男
副
会
長
鎌
田
定
夫
〃
次
長
山
内
隆
司
編
集
長
浜
崎
均
専
任
事
務
岡
村
美
智
子
〔
運
営
委
員
〕
（
前
出
の
役
員
を
含
む
）
荒
木
正
人
池
田
清
一
岩
永
正
人
岩
本
富
一
大
角
良
人
岡
村
進
小
畑
英
子
片
岡
津
代
鎌
田
信
子
下
平
作
江
末
永
浩
谷
口
稜
嘩
高
野
栄
次
築
城
昭
平
常
石
敬
一
中
島
一
隆
中
村
謙
一
平
野
妙
子
松
尾
覚
山
口
洋
一
郎
山
田
か
ん
山
田
拓
民
山
本
和
明
江
口
貴
英
雲
計
監
査
〕
三
浦
正
俊
桃
木
靖
夫
〔
地
方
委
員
〕
（
委
嘱
中
を
含
む
）
（
仙
台
）
田
中
煕
（
千
葉
）
及
川
良
一
（
東
京
）
江
口
保
大
内
要
三
小
野
寺
信
吾
永
坂
昭
原
之
夫
吉
田
一
人
（
富
山
）
石
崎
千
鶴
子
鈴
木
明
子
（
静
岡
）
杉
山
英
夫
（
名
古
屋
）
伊
藤
孝
司
（
京
都
）
永
原
誠
（
滋
賀
）
中
谷
猛
（
大
阪
）
寺
田
寿
々
子
豊
後
レ
イ
コ
山
科
和
子
（
兵
庫
）
石
原
佐
記
男
川
崎
紘
平
岸
正
晟
木
村
良
夫
（
山
口
）
武
富
勉
（
福
岡
）
伊
藤
普
黒
岩
貞
義
坂
本
キ
ミ
子
（
熊
本
）
松
村
恵
文
砂
田
明
（
沖
縄
）
武
居
洋
（
佐
世
保
）
川
原
紀
美
雄
（
大
村
）
原
田
真
市
（
島
原
）
林
田
貞
（
福
江
）
片
山
圭
弘
一
九
八
五
年
度
長
崎
の
証
言
の
会
役
員
’ 一－－－－－－－－－ー一一－
昼
